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L19b Photometric observations of the Gegenschein
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黄道光とは、惑星間塵によって散乱された太陽光である。特に太陽に対して１８０度離れた地点には、塵の後
方散乱によって周囲の黄道光よりも少し明るく見えるところ（Gegenschein（対日照））が現われる。Gegenschein
は非常に淡く、大気光の影響を受けるために観測は難しい。過去の観測から、(i)Gegenscheinの中心位置 (ii)強
度 (iii)形状分布などが議論されてきた。我々の研究グループでは、魚眼レンスまたは広角レンズにＣＣＤカメラ
を取り付けることによってGegenscheinの観測を行なってきた（１９９５年８ー９月・ハワイ・ハレアカラ山頂、
１９９６年９月・国立天文台乗鞍コロナ観測所、１９９７年２ー３月・東京大学木曾観測所、１９９７年８月奈
良県十津川村、１９９７年９月国立天文台乗鞍コロナ観測所、１９９７年１０ー１１月ハワイ・マウナケア山）

その結果、Gegenscheinの中心位置、形状分布が、黄道面に対して、春には北側に、秋には南側に移動するこ
とがわかった。これは惑星間塵雲の対称面が、地球軌道より外側では、木星軌道面（太陽系の不変面）に沿って
いるとしたモデル計算と一致する。


